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ちょっ
と

いい話

ミニトマトのあれこれミニトマトのあれこれミニトマトのあれこれ
ミニトマトは、トマトから派生したものだと思っていません
か!? 実は、ミニトマトの仲間である「チェリートマト」の方が
トマトより先に生まれているのです。

どっちが先？トマトとミニトマトどっちが先？トマトとミニトマト

同じ量で比べると、トマトよりも栄養価が
高いミニトマト。とても小さいですが、
たくさんの栄養が凝縮して含まれてい
ます。中でも、特に注目したいのが「リコピン」。
美肌・美白効果があるほか、生活習慣病やがん
の予防にも効果的です。
今が旬のミニトマト。普段の食事に取り入れてみてはいかが
でしょうか。

ミニトマトは栄養の宝庫！ミニトマトは栄養の宝庫！

全体の色が均一で濃く、張りとつやのあるものが、おいしさ
が詰まったミニトマトです。また、ヘタにも気を付け、濃い緑
色をしているものが新鮮です。

みなさんはミニトマトを冷蔵保存するとき、野菜室で保
存していませんか!? トマトは野菜室ですが、実はミニト
マトは冷蔵室がオススメです！
冷蔵保存の手順
①ヘタを取ってよく洗い、キッチンペーパーで水気を拭き
取る。

②タッパーにキッチンペーパーを敷く。
③ミニトマトのヘタを下にして入れ、
タッパーの蓋を閉めて冷蔵室で保
存する。

ミニトマトを冷蔵室で保存すると、１
週間程度は長持ちします。また、ま
だ熟していない緑色のものは常温に
置いて追熟させましょう。

みなさんはミニトマトを冷蔵保存するとき、野菜室で保
存していませんか!? トマトは野菜室ですが、実はミニト
マトは冷蔵室がオススメです！
冷蔵保存の手順
①ヘタを取ってよく洗い、キッチンペーパーで水気を拭き
取る。

②タッパーにキッチンペーパーを敷く。
③ミニトマトのヘタを下にして入れ、
タッパーの蓋を閉めて冷蔵室で保
存する。

ミニトマトを冷蔵室で保存すると、１
週間程度は長持ちします。また、ま
だ熟していない緑色のものは常温に
置いて追熟させましょう。

おいしいミニトマトの選び方おいしいミニトマトの選び方

ミニトマトの保存方法ミニトマトの保存方法
野菜室？ 冷蔵室？

【法人データ】花巻市矢沢地域を中心とした農家134人で構成。ひとめぼれやつぶゆたか、吟ぎんがの種子を約76haで栽培し、転作作物としてナンブコムギや大
豆、ハトムギを約104haで栽培している。ミニトマトはパイプハウス３棟で828本を栽培。ＪＡ全農いわてが買い取り、関東圏に出荷している。平成29年度の計画
は数量2000kgで、販売額は120万円。また、社会保険を完備して正職員を雇うほか、地域集積協力金で格納庫を改修するなど地域に根差した活動を展開中。

　
天
下
の
中
、農
事
組
合
法
人
・

胡
四
王
み
ら
い
の
新
し
い
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
る
と
、
真
っ

赤
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
元
気
で
明
る

い
皆
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

　

同
法
人
は
、
県
内
で
も
数
少
な

い
水
稲
種
子
生
産
を
主
な
事
業
と

す
る
法
人
で
、平
成
26
年
に
設
立
。

自
主
運
営
す
る
最
新
鋭
の「
種
子

セ
ン
タ
ー
」を
建
設
し
て
優
良
種

子
生
産
に
励
み
、
全
国
各
地
か
ら

視
察
に
訪
れ
る
ほ
ど
の
法
人
だ
。

　

そ
し
て
今
年
、
一
つ
の
転
機
を

迎
え
た
。
新
規
育
苗
ハ
ウ
ス
で
の

原
種
苗
の
育
苗
受
託
と
、
ト
ロ
箱

式
溶
液
栽
培
シ
ス
テ
ム「
う
ぃ
ず

O
n
e
」に
よ
る
育
苗
後
の
ハ
ウ

ス
を
有
効
活
用
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
栽
培
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
園

芸
品
目
へ
の
新
た
な
挑
戦
だ
。
中

島
一
代
表
理
事（
表
紙
写
真
中
段
左
か

ら
３
人
目
）
は「
農
業
情
勢
を
見
据

え
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

た
い
。
さ
ら
に
、
経
営
の
多
角
化

で
若
者
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し

い
」と
話
す
。

　

そ
ん
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
表
紙
で

笑
顔
を
見
せ
る
地
域
の
母
さ
ん
た

ち
だ
。「
地
域
の
雇
用
の
場
を
作

ろ
う
」と
募
集
し
、
予
想
を
遥
か

に
超
え
る
13
人
が
集
ま
っ
た
。
働

く
皆
さ
ん
は「
近
く
で
働
け
、
地

域
の
情
報
交
換
も
出
来
て
楽
し

い
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。
さ
ら
に
、

時
折
食
事
会
を
開
く
な
ど
地
域
の

活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　

今
年
か
ら
始
め
た
新
た
な
挑

戦
。
と
き
に
は
上
手
く
進
ま
な
い

こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
徐
々
に
歯

車
が
噛
み
合
い
、
小
さ
な
変
化
が

生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、

い
つ
か
大
き
な
変
化
と
な
る
だ
ろ

う
。
中
島
代
表
理
事
は「
私
た
ち

は
、
こ
の
地
域
の
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
。
地
域
一
丸
と
な
っ
て
地
域

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
」と
意

気
込
む
。
彼
ら
は
、
自
分
の
仕
事

と
法
人
の
仕
事
を
両
立
す
る
努
力

家
だ
。
そ
の
原
動
力
を
問
う
と
、

あ
る
言
葉
が
笑
顔
で
返
っ
て
き

た
。―
こ
の
地
域
が
好
き
だ
か
ら
。

1.いつも明るい笑顔が溢れる構成員たち2.先進的な取り
組みとして、ＪＡの現地見学会も開かれる3.着果や果実
の肥大促進のために行うホルモン処理。母さんたちが一
つ一つ丁寧に行う4.ＪＡ全農が開発した「うぃずOne」。
発泡スチロールを使った栽培で、育苗後の遊休ハウスを
有効活用5.母さんたちが丹精込めて作ったミニトマト
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農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

状
況
か
ら
、
見
え
て
く
る

「
く
ら
し
の
活
動
」の

重
要
性

　
現
在
の
農
業
や
農
村
を
取

り
巻
く
状
況
を
確
認
し
、
本

来
あ
る
べ
き
姿
を
想
像
し
、

そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
目
指

す
べ
き
未
来
に
向
け
て「
く
ら

し
の
活
動
」を
実
践
し
よ
う
！

現
状
①

人
口
減
少

　
若
者
層
の
三
大
都
市
へ
の

人
口
移
動
か
ら
、
少
子
化
や

人
口
減
少
が
発
生
。
地
方
や

農
村
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
将
来
予
想
が
あ
る
。

⬅

　
地
方
創
生
に
向
け
た「
地

域
の
活
性
化
」や
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る「
魅
力
あ
る
農
村
・

地
域
づ
く
り
」に
取
り
組
み
、

“
こ
こ
で
生
き
て
い
き
た
い
”

と
思
え
る
地
域
に
す
る
。

現
状
②

農
家
世
帯
員
の
高
齢
化

　
農
家
世
帯
員
の
減
少
が
進

み
、
高
齢
化
も
急
速
に
進
展

し
て
い
る
。

⬅

　
食
と
農
、
地
域
と
Ｊ
Ａ
を

結
ぶ
取
り
組
み
で「
地
域
農

業
振
興
」を
図
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
仲
間
づ
く
り

を
強
化
し
、
定
年
後
の
帰
農

者
や
新
規
就
農
者
も
含
め
た

新
た
な「
多
様
な
担
い
手
」を

取
り
込
み
育
て
る
。

現
状
③

第
一
世
代
の
交
代

　
こ
れ
ま
で
地
域
農
業
を
支

え
、
Ｊ
Ａ
の
中
核
を
担
っ
て

き
た
第
一
世
代（
70
歳
～
80

歳
）が
世
代
交
代
を
迎
え
て

い
る
。

⬅

　
第
一
世
代
が
築
き
上
げ
て

き
た
農
村
や
伝
統
文
化
を
守

り
、
次
世
代
に
繋
げ
る
。
安

定
し
た
農
業
経
営
や
魅
力
あ

る
Ｊ
Ａ
総
合
事
業
の
展
開
の

ほ
か
、
新
た
な
利
用
者
や
理

解
者
と
な
る
農
業
や
Ｊ
Ａ
の

フ
ァ
ン
、
仲
間
作
り
を
強
化

す
る
。

あ
な
た
の
人
生
と
共
に

Ｊ
Ａ
の

く
ら
し
の
活
動

　
Ｊ
Ａ
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
く
ら
し
の
活

動
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
く

ら
し
の
活
動
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
今
回
の
特
集
で
は
、
く
ら
し
の
活
動
が
何
な
の
か
、
ど

の
よ
う
な
効
果
を
生
む
の
か
を
紐
解
い
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
１
日
に
行
わ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
大
会
」
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
願
い
を
実
現
さ
せ
る
の
が

く
ら
し
の
活
動
で
す

く
ら
し
の
活
動
っ
て
？

　
組
合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

の
中
に
は
、
よ
り
良
い
人
生
を
歩
ん
で
い
く

た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
希
望
や
願
い
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
感
じ
て

い
る
そ
う
い
っ
た
思
い
を
叶
え
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、“
仲
間
と
と
も
に
創
り
上
げ
る
自
主
的
な

活
動
”が「
く
ら
し
の
活
動
」で
す
。Ｊ
Ａ
で
は
、

組
合
員
が
自
主
的
に
取
り
組
む
く
ら
し
の
活

動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
・
協
同
活
動
の
活
性
化
を

　
Ｊ
Ａ
は
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画（
平
成

28
年
度
～
平
成
30
年
度
）に
掲
げ
る「
農
業
者

の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域

の
活
性
化
・
協
同
活
動
の
活
性
化
」「
結
び

つ
き
強
化
・
経
営
基
盤
強
化
」の
３
本
柱
を

基
本
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
く

ら
し
の
活
動
は
、
そ
の
中
の
地
域
の
活
性
化

と
協
同
活
動
の
活
性
化
、
そ
し
て
結
び
つ
き

強
化
に
繋
が
る
重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
位

置
付
け
て
お
り
、
組
合
員
と
地
域
の
願
い
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

広
が
る
農
業
・
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
の
輪

　
平
成
28
年
４
月
に「
農
協
改
革
」を
踏
ま
え

た
改
正
農
協
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、農
業
・

農
村
・
Ｊ
Ａ
が
置
か
れ
る
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
私
た
ち
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
は
、
地
域

農
業
を
守
り
未
来
に
残
す
使
命
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
根
差
し
た
協

同
組
合
組
織
と
し
て
、
地
域
住
民
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
人
々
に
、「
Ｊ
Ａ
っ
て
い
い

な
」「
農
業
は
必
要
不
可
欠
な
貴
重
な
も
の
」

と
感
じ
て
も
ら
い
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
も
ら
う
活
動
が
必
要
で
す
。

　
そ
れ
が
ま
さ
に
く
ら
し
の
活
動
で
あ
り
、

こ
の
活
動
の
活
発
化
が
協
同
活
動
の
発
展
に

繋
が
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
く
ら
し
の
活
動

（
小
さ
な
協
同
活
動
）を
通
し
て
仲
間
の
輪
が

広
が
り
、
そ
れ
が
大
き
な
協
同
と
し
て
渦
を

巻
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
小
さ
な
協
同
活
動

の
連
携
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ

せ
、
農
業
・
農
村
地
域
の
向
上
に
結
び
つ
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
く
ら
し
の
活
動
の
展
開

は
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
の
誕
生
→
新
た
な
組
合
員

の
加
入
→
Ｊ
Ａ
事
業
へ
積
極
的
に
参
加
・
参

画
す
る
組
合
員
の
拡
大
→
Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤

強
化
→「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域

社
会
の
実
現
」へ
と
繋
が
り
ま
す
。

組合員の願い、多様なニーズ、
組合員と地域が抱える思いや希望

地域に密着する
JA27支店が拠点

となって

安心して暮らせる豊かな地域社会が実現する

JAはさまざまな事業や活動で
組合員の皆さんが展開する
「くらしの活動」を支えます

仲間とともに、くらしの活動を
展開していくことは、小さな協同活動が
たくさん生まれるということです。

魅力的な地域や活動には、人が集まり、
その小さな輪の広がりが
やがて大きな力になります。

農業やJAのファンが増え、
新たな仲間（新規組合員）が加わり、
農業の応援団（准組合員・地域住民）が誕生！

積極的にＪＡ事業に参加・参画する
組合員が拡大！

組織基盤が強化され、
地域コミュニティや地域農業の

活性化へと繋がる！

組合員・地域住民が抱える
問題が解決されていく。

相談、企画立て、場所づくり、
きっかけづくり…など

支店という大きな樹の下で
たくさんの人が集い、声を発し、
活動を起こし、思いを共有し、
創り上げていく「くらしの活動」

一定の収入を
確保して、
ゆとりのある
生活がしたい

経済面

健康に恵まれ、
老後も元気に
安心して
暮らしたい

身体面

心の豊かさを
求め、潤いの
ある生涯を
送りたい
精神面

総合事業
営農／生活／信用／共済／
購買／産直／婚活

健康推進
人間ドック／健康講座

介護・高齢者福祉
デイサービス／元気高齢者活動／

認知症サポーター

食と農を繋ぐ活動
食農教育／農業体験学習／

料理教室／グリーン・ツーリズム

くらしと家計
子育て支援／ライフプラン設定／

趣味活動支援

学びと仲間作り
女性大学／サークル活動／

各種講習会

・・・など

住みよい
地域環境を
守り、快適に
暮らしたい

環境面

地域や他者の
役に立ち、
充実感のある
人生を送りたい

社会貢献

自らが主体的に
活動に参加し、
生きがいを
追求したい

自己実現

あなたの人生と共に JAのくらしの活動Special Issue特集 特
集

Special Issue
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く
ら
し
の
活
動
大
会

大
会
テ
ー
マ
は
、

つ
な
が
る
・
ひ
ろ
が
る
・
願
い
が
か
な
う

“
共
感
の
輪
”

　
Ｊ
Ａ
は
７
月
１
日
、
本
店
総
合
営
農
指
導
拠
点
セ
ン
タ
ー

で「
く
ら
し
の
活
動
大
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　
花
巻
・
北
上
・
西
和
賀
・
遠
野
の
各
地
域
か
ら
組
合
員
や

役
職
員
な
ど
総
勢
６
０
０
人
が
集
ま
り
、
く
ら
し
の
活
動
に

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
４
つ
の
団
体
の
実
践
発
表
や
、
参
加

者
全
員
で
体
を
動
か
し
た
㈱
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

所
の
長
野
茂
代
表
取
締
役
に
よ
る「
日
常
な
が
ら
運
動
で
健

康
づ
く
り
」の
ほ
か
、
会
場
に
は
、
く
ら
し
の
活
動
に
取
り

組
む
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介
や
作
品
展
示
が
ズ
ラ
リ
と
並

び
、
手
作
り
加
工
品
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
な
ど
の
販
売
も

行
い
ま
し
た
。
　
　

　
会
場
の
全
て
が
、
人
と
人
が
繋
が
っ
て
生
み
だ
し
、
広
が

り
を
み
せ
た
活
動
で
す
。
大
会
は
、
活
動
を
展
開
し
て
い
く

上
で
参
考
と
な
る
ヒ
ン
ト
や
活
力
で
溢
れ
、
参
加
者
は
、
仲

間
や
地
域
と
共
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

明
日
か
ら
始
め
よ
う

　
小
さ
な
活
動
で
も
明
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
心
に
浮
か
ん
だ
思
い
を
行
動
に
移
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
活
動
や
思
い

は
心
に
秘
め
た
ま
ま
に
せ
ず
、
広
く
発
信
し
、
次
世
代
や
他

地
域
の
方
々
に
繋
い
で
く
だ
さ
い
。
ひ
と
つ
の
活
動
、
ひ
と

つ
の
思
い
が
周
囲
に
新
た
な
き
っ
か
け
を
与
え
、
そ
れ
が
広

が
る
こ
と
で
、
共
感
の
輪
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
未
来
の
地
域
農
業
の「
あ
る
べ
き
姿
」と「
幸
せ
」を
想
像

し
、
そ
の
た
め
に
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
Ｊ
Ａ
と
と
も

に
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
と
地
域
と
Ｊ
Ａ
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

　
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
一
人
一
人
の
課
題
を
協
同
の
力
で
解
決

し
て
い
く
組
織
で
す
。
組
合
員
や
住
民
が
抱
え
る
問
題
は
地

域
の
中
で
生
じ
て
お
り
、
課
題
解
決
の
た
め
に
は
組
合
員
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
存
在
で
あ
る
支
店
を

よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ａ
は
、
支
店
を
拠
点
と

し
て
活
動
を
展
開
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
真
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
共
に
歩
み
解
決
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
支
援
だ
け

で
な
く
職
員
も
共
に
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
地
域
と
農
業
を
、
次
の
世
代
に
伝
え
残
し
て
い
く
た
め
に

“
繫
が
り
”を
大
切
に
し
、
地
域
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て
共

に
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

実践発表4 実践発表3 実践発表2 実践発表1

花巻農業女子、
はじまりました

地産地消活動と
産直を
夢にのせて

牛を追いつつ
元気に明るく
前向きに

食べる人・
作る人が輝く
未来を目指して農花アグリヴィリーノ

　小　原　喜代美　
　川　村　姫　子　
　中　根　多栄子

沿岸産直部会
　佐々木　良　子

女性部北上地域支部西部支部／
ビーフレディースきたかみ
　千　葉　洋　子

若手りんご生産者グループ
　宇津宮　邦　昭

　花巻市では、新たな事へのチャレンジやステップアップを目指す女
性を応援する「花巻農業女子プロジェクト」を展開しており、そのひ
とつとして昨年「農花アグリヴィリーノ」が結成されました。

　東日本大震災後、沿岸地域の生産者は農業を諦めず、震災か
ら3年後の平成26年2月に沿岸産直部会を立ち上げました。しか
し、販売場所は無く、母ちゃんハウスだぁすこ沿岸店オープンまでの
2年は通年出荷用の作物栽培に取り組みながら、仮設住宅をまわる
移動販売や仮設店舗での販売、片道２時間かけ花巻市の母ちゃん
ハウスだぁすこへ出荷を続けました。

　私が所属する女性部北上地域支部西部支部は103名。料理講
習会、健康講座、手芸講習会、研修旅行など盛りだくさんな活動
を楽しんでいます。在籍して約40年、活動を通し、先輩たちのくら
しを彩る知恵や工夫、仲間とのおしゃべり…とても楽しいひと時を過
ごしています。

　私たちは平成２６年に結成し、果樹部会の２０代〜４０代のリンゴ
生産者２０人で活動しています。
　県内外でリンゴのＰＲや販売促進、地元保育園児や小学生への
食育活動を活発に行っています。また、栽培技術向上に向けて、
研修会への参加や会員全員のほ場視視察で情報交換や切磋琢磨
し合い、昨年のJA全農いわて主催のコンテストでは県で優秀賞を
獲得しました。さまざまな活動はマスコミに取り上げられ、リンゴ産地
のＰＲになっています。ほかにも、地球温暖化に対応する新たな樹
種として桃に注目し、先進地研修で栽培法などを学んでいます。

先輩生産者が作ってくれた基盤があるから活動ができるという
感謝の気持ちを忘れず、今後も積極的な活動を展開します。そ
して、次世代へリンゴ作りの魅力を伝えていきます。

　現在は園芸相談会や研修会を開き、珍しい作物などを組み合わ
せた少量多品目栽培で、通年の充実した陳列を目指し奮闘中。研
修会後は会員同士で苗のやり取りや、情報交換を行っています。

　結婚15年目に、農作業事故でこの世を去った夫、二人の結婚
生活が紡いできた「牛飼いの夢」を引き継ぎ、生きる決意をしました。
　不安な毎日の中で得た答えは「他人様に負けても、自分には負け
られない」。「女であることに甘えず、女であることを忘れず」「自分
を見失わず、自分らしく生きる」ということでした。これらが社会に一
歩踏み出す勇気となり、仲間たちと研鑽する今を作りました。

農花アグリヴィリーノは、
花巻市農政課と地域おこ
し協力隊、市内の女性
農業者などが集まり、何
がしたいのか何をすべき
か、活動の目的などを皆
で話し合い、一から作り
上げました。
活動は月１回のミーティ
ングで決め、登録してい
る約20人が自由に参加
しています。

共に活動し、道ばたな
どで出会った時に声を
掛け合える仲間の存在
がここで暮らしていく楽
しさや喜び、そして自信
に繋がっていきました。

震災後は臨時大槌支店となりの仮設店舗「結ゆい」で販売していた（左）
仮設住宅をまわる移動販売。震災直後から今も継続しており、好評を得ている（右）

収穫体験や出前授業では、「地元
に世界最高品質のおいしいリン
ゴがあり、それを作る農家がい
る」という事を伝える。来年はそ
の出前授業をさらに進化させる
べく、メンバーが出演し１年間
のリンゴ栽培の動画を制作中。

周年出荷への取り組みのひと
つ「冬キャベツ」の収穫（左）と
店舗に並ぶ様子（上）

平成13年に当時の北上
市農協肉牛部会女性部
で立ち上げた「ビーフレ
ディースきたかみ」。仲間
とともに、地元野菜や牛
肉に合うドレッシングの
研究・製作・販売、牛ス
ネ肉を用いた家庭料理コ
ンクール、普及しにくい

部位で水煮加工品作りなど、牛飼い女子たちは、きたかみ牛のＰＲや、
販路・消費拡大に向けて活発な活動を展開中！

管内の栽培環境に適した高品質で有
利販売できる「ふじの有望系統」を見出
す試験栽培

笑顔を見せる平成28年度～ 29年度の
沿岸産直部会の役員

昨年度は、商品開発の講
習会や市内加工場を巡る
視察研修、野菜栽培相談
会やハンドケア講習会、
東京での岩手移住イベン
トに参加…など活発な活
動を展開。

今年度は、土澤アートクラフ
トフェア（東和町土沢）、どで
びっくり市（上町）に出店。今
後も各種イベントでの販売の
ほか、研修会や商品開発講習
会、飲食店などとの異業種交
流会も開く予定。

グループ名は「農業」、「花巻」の頭をとり「農花」、農業

を意味する「アグリ」、宮沢賢治が使用したエスペラント

語で「女性」を意味する「ヴィリーノ」を結びつけたもの。

新規メンバー募集中！
我々の存在やリンゴの魅力を

伝えるための、インパクトのある愛称に

「THE RINGOSTAR」が決定！

決まったら即行動！

朝4時に集合しポスター撮影！

あなたの人生と共に JAのくらしの活動Special Issue特集
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Ｊ
Ａ
は
７
月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
、
組

合
員
の
つ
ど
い「
島
津
亜
矢
ふ
れ
あ
い
歌
謡

シ
ョ
ー
」を
花
巻
市
文
化
会
館
と
北
上
市
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
ホ
ー
ル（
各
会
場

共
に
昼
と
夜
の
２
部
公
演
）で
行
い
ま
し
た
。

　

広
域
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
開
き
、
花
巻
会
場
１
６
９
３
人
、
北
上

会
場
１
６
７
０
人
が
来
場
し
、
島
津
亜
矢
さ

ん
は
６
月
に
発
売
し
た
新
曲「
心
」を
は
じ
め

と
す
る
全
20
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
の
途
中
に
は
、
歌
を
歌
い
な
が
ら

客
席
に
降
り
て
、
来
場
者
と
握
手
を
し
て
ま

わ
っ
た
ほ
か
、
シ
ョ
ー
の
最
後
に
は
歌
と
セ

リ
フ
、
踊
り
に
よ
る
芝
居
仕
立
て
の
曲「
お

梶
」を
熱
唱
し
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
27
日
、
北
上
市
和
賀
町
の
多

目
的
催
事
場
で「
北
上
地
域
年
金
受
給
者
友

の
会
第
25
回
支
部
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
」を
開
き
ま
し
た
。
会
員
約
１
６
０
人
が

参
加
。
地
区
ご
と
に
24
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
横
２
チ
ー
ム（
横
川
目
）の
小
原

勝
彦
さ
ん（
73
）は「
皆
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

良
か
っ
た
こ
と
が
勝
因
。
県
大
会
で
も
負
け

な
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月

７
日
に
は
花
巻
地
域
の
大
会
を
開
き
、
笹
間

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

上
位
の
北
上
地
域
１
チ
ー
ム
・
花
巻
地
域

２
チ
ー
ム
は
、
８
月
に
開
か
れ
る「
第
32
回

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
岩
手
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」に

出
場
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
７
月
19
日
、
男
性
を
対
象
と
し
た

Ｊ
Ａ
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
「
婚
活
作
戦
会
議
」を

花
巻
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
８
人
は
、（
一
社
）日
本
結
婚
支

援
協
会
代
表
理
事
の
田
口
智
之
氏
か
ら
、
婚

活
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
意
識
の
持
ち
方
や

婚
活
の
土
俵
に
上
が
る
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、
第
一
印
象
で
好
印
象
を
与

え
る
方
法
や
男
性
と
女
性
の
考
え
方
の
違
い

を
理
解
し
利
用
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
つ

け
ま
し
た
。
参
加
し
た
男
性
は「
気
付
か
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
た
め
に
な
っ
た
。
実
践

に
生
か
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
、出
会
い
の
場
の
提
供
や
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
展
開
し
、
婚
活
支
援

に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

花
巻
地
域
青
年
部
は
７
月
８
日
と
15
日
、

花
巻
市
内
５
カ
所
で
使
用
済
み
の
農
業
用
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
の
回
収
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
域
貢
献
と
環
境
を
守
る

活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

15
日
に
は
中
央
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

前（
同
市
鍋
倉
）に
湯
口
や
太
田
な
ど
か
ら
約

25
人
の
盟
友
が
集
結
。
組
合
員
や
生
産
者
な

ど
１
１
６
人
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
育
苗
箱
や

肥
料
袋
な
ど
を
種
類
に
応
じ
て
業
者
指
定
の

回
収
袋
に
手
際
良
く
詰
め
込
み
ま
し
た
。

　

多
田
徹
副
委
員
長
は「
こ
の
活
動
は
、
他

支
部
の
盟
友
や
地
域
の
人
と
交
流
を
深
め
、

農
業
に
つ
い
て
話
す
良
い
機
会
。
今
後
も
地

域
貢
献
活
動
を
続
け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

歌で楽しいひとときを 　組合員のつどい「島津亜矢ふれあい歌謡ショー」

白熱！ ゲートボール大会 　北上・花巻地域年金受給者友の会 意識改革で婚活力アップ 　ＪＡ婚活セミナー「婚活作戦会議」

一致団結で地域に貢献 　花巻地域青年部が廃プラ回収

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
24
日
、
食
農
教
育
事
業
と
し
て「
６

つ
の
し
ょ
く
を
感
じ
よ
う
〜
食
・
植
・
触
・
色
・
飾
・

職
〜
」を
テ
ー
マ
に
行
っ
て
い
る「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
ス

ク
ー
ル
」の
第
２
回
を
開
き
ま
し
た
。

　

３
〜
４
年
生
は「
色
」と「
職
」を
テ
ー
マ
に
、
北
上

市
和
賀
町
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
者
、
神か

ん
ば
や
し林
勝
雄
さ

ん
の
ほ
場
で
の
収
穫
体
験
と
Ｊ
Ａ
西
南
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
選
果
場
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。収
穫
体
験
で
は
、

「
畑
の
先
生
」の
神
林
さ
ん
か
ら
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
刈

り
取
り
方
に
つ
い
て
教
わ
り
、
児
童
た
ち
は
自
ら
鎌

を
持
ち
、「
い
っ
ぱ
い
採
っ
て
お
母
さ
ん
に
お
い
し

い
料
理
を
作
っ
て
も
ら
う
」と
、
広
い
ほ
場
か
ら
太

い
も
の
や
長
い
も
の
な
ど
、
自
分
好
み
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
探
し
出
し
て
収
穫
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

Ｊ
Ａ
西
南
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
選
果
場
へ
移
動

し
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら

収
穫
さ
れ
た
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
が
ど
の
よ
う

に
選
果
さ
れ
市
場
へ

出
荷
さ
れ
る
か
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
熟

練
さ
れ
た
選
果
作
業

の
速
さ
に
児
童
た
ち

か
ら
は
感
嘆
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
昼

食
は
、
女
性
部
西
南

支
部
の
部
員
が
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
炊
き
込

み
お
に
ぎ
り
や
ベ
ー

コ
ン
巻
き
な
ど
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
ほ
し
い
と
料
理
を

振
る
舞
い
、
児
童
た
ち
は「
お
い
し
い
！
家
で
も

食
べ
た
い
」と
残
さ
ず
に
食
べ
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の「
色
」と
生
産
者
や
Ｊ
Ａ

の「
職
」に
触
れ
ま
し
た
。

　

５
〜
６
年
生
は「
食
」を
テ
ー
マ
に
、
本
店
敷
地

内
の
農
産
加
工
室
と
総
合
営
農
指
導
拠
点
セ
ン

タ
ー
で
地
元
で
採
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
マ
ト
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
の
野
菜
を
使
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー

料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
22
日
に
は
、
１
〜
２
年
生
は「
食
」

を
テ
ー
マ
に
親
子
で
豆
腐
作
り
体
験
、
３
〜
４
年

生
は「
触
」を
テ
ー
マ
に
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

アスパラガス収穫体験！ 　ちゃぐりんスクール

	 ぽ	 ら	 ー	 の	 N	 E	 W	 S
地 域

の 話
題

1.素早い選果作業に驚きの声が上がりました
2.思い思いのアスパラガスを収穫しました3.ア
スパラガスづくしのお昼ごはんはおいしい！

1

32

全20曲を熱唱し、来場者を楽しませる島津亜矢さん

優勝し、賞状や記念品を受け取った横２チーム 婚活のノウハウを伝授する田口講師と説明に聞き入る参加者たち

持ち込まれた育苗箱を協力して手際よく下ろす盟友たち
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農業と組 合員を結 ぶ 営農 情 報あぐりネット
E I N O U  I N F O R M A T I O N

野菜の生産・販売力強化を目指して「野菜販売対策会議」を開催花巻ブルーを地域住民にPR〜発信力を強化〜
　JAでは、水田と園芸作物の複合経営による農業者
の所得増大・生産拡大を積極的に進めています。野菜
部会とＪＡは野菜販売の強化を図るため、６月27日に
「JA野菜販売対策会議」を北上市内で開きました。
［参加者］
　生産者、JA、取引市場８社、行政など約65人
［協議内容］
　１．平成29年度野菜生産推進方策
　２．平成29年度販売計画
　３．野菜育成状況、出荷見通し
　４．全農岩手県本部野菜生産販売対策
　５． 花巻産野菜に対する要望、販売重点取り組み
　６．全体討議・意見交換
　上記の６項目を協議しました。中でも全体討議や
意見交換では、市場関係者と生産者が要望や意見を
出し合い、会場は活気に溢れました。また、生産・
販売振興に向けた今後の進むべきビジョンを全員が
明確に描きました。

　ＪＡは、管内の青色系統の花を「花巻ブルー」と総
称して呼び、産地ＰＲを展開しています。市場関係者
やバイヤーからは高い評価を頂いていますが、エンド
ユーザーへの認知度の低さが課題として見えたことか
ら、今年度からは、地域住民へのＰＲ活動をさらに強
化しています。
◆花巻市が開設する「市民講座」で花巻ブルー
　同市が掲げる「花いっぱいのまちづくり」への理解
を市民に深めてもらうために開設している「市民講座」
で７月25日、ＪＡの営農担当職員３名が講師となり、花
巻ブルーの魅力を発信しました。　
　講師を務めた佐々木隆史調査
役は現場での裏話を踏まえなが
ら花の美しさを伝えたほか、花巻
ブルーを家庭で楽しんでもらうた

めのさまざまな知識とケア方法を講
義。また、２つの農家見学を通して
栽培現場の思いを伝えました。
　参加した水上昌子さん（69）は
「綺麗な花々で心が落ち着く。地元に
花巻ブルーがあることは誇れる事だと思った。ＪＡや
農家の思いも感じた」と笑顔を見せました。

●お問い合わせ／営農推進部生産資材課☎ 0198-22-6192または、最寄りのグリーンセンターまで

※�定休日と営業時間はそ
れぞれの店舗によって
異なりますのでご確認
ください。
※�右記のほかに、８月31日
（木）は棚卸しのため全
店舗休業します。

定休日 営　業　時　間 お盆期間中の臨時営業時間
花　巻 無休 平日…8：30～17：30／土・日・祝日…8：30～17：00 14日（月）・15日（火）…8：30～17：00／16日（水）…8：30～15：00
石鳥谷 8/12（土）・9/9（土）8：00～17：30 16日（水）…8：00～15：00
大　迫 土曜日・日曜日・祝日 8：30～17：00 通常営業（8：30〜17：00）
東　和 8/19（土）・9/16（土）8：30～18：00 14日（月）・15日（火）…8：30～17：00／16日（水）…8：30～15：00
北　上 8/27（日）・9/24（日）平日…8：30～18：00／土・日・祝日…8：30～17：00 14日（月）・15日（火）…8：30～17：00／16日（水）…8：30～15：00
西和賀 8/20（日）・9/10（日）・9/24（日） 平日…8：30～18：00／土・日・祝日…8：30～17：00 14日（月）・15日（火）…8：30～17：00／16日（水）…8：30～15：00
遠　野 8/15（火）・9/13（水）8：30～18：00 14日（月）…8：30～15：00／15日（火）休み／16日（水）…8：30～15：00

グリーンセンターの定休日と営業時間
8月・9月の定休日
と営業時間は次
の通りです。ご確
認の上ご来店くだ
さい。

　JAでは、各地域でカメムシのすくい取り調査を
行っています。北上地域は７月14日、花巻地域は７
月27日、遠野地域は７月28日に実施し、西和賀地
域は８月上旬を予定しています。
　各地域ともに水田畦畔と転作牧草地の発生量
は、平年並みです。しかし、岩手県病害虫防除所の
農作物病害虫発生予察情報発生予報第５号では、
カメムシの発生率は「多」の予報なのでカメムシ防
除の徹底をお願いします。
今年の出穂は昨年よりも早まりそうなので、出
穂を確認の上、穂揃１週間後の薬剤防除の徹底
を図りましょう。疑問な点や不安な事がある場合
は、お近くのJA各支店営農課までお問い合わせ
ください。

水田畦畔・転作牧草地を中心に調査しています。
発生量は平年並みですが、油断は禁物！
防除の徹底をしましょう！

カメムシ防除の徹底を

　石鳥谷東支店に隣接する石鳥谷園芸センター
（花巻市石鳥谷町）では、６月下旬からトマトの選
果が始まりました。北上市二子町からの出荷を中心
とし、管内のトマトはすべて石鳥谷園芸センターに
集約し、共同選果しています。出荷最盛期は７月下
旬～８月上旬です。
［共同選果のメリット］
　 ①収穫後コンテナのまま出荷でき、農家の労力
軽減になる。②品質や規格が統一され信頼のお
ける産地を確立できる。

［平成29年度の販売目標］
　販売：8024万円
　出荷：７万8600ケース（４kg／１ケース）
　　おいしいトマトの見分け方
★ヘタやガクが濃い緑色で枯れていない★全体の色が均一
で皮に張りがある★ずっしりと重たい★お尻部分の放射状
の線がはっきりしている

トマト選果！
高品質を全国へ

第11回全国和牛能力共進会宮城大会への県代表牛決まる
　岩手県畜産協会は７月26日、第11回全国和牛能力
共進会宮城大会（宮城全共）の県最終選抜会を雫石
町で開きました。
　種牛の部には県内から27頭が選抜されたうち、JA
いわて花巻からは高橋政吉さん所有牛「はれ」と、吉
田正志さん所有牛「57ひろくに」が選ばれ、肉牛の部
には県内から８頭が選抜されたうち、西部開発農産の
「宮勝成」と「照宮勝」が選ばれました。

◆全国和牛能力共進会って？
　全国の優秀な和牛を５年に一度、一堂に集めて、改
良の成果やその優秀性を競う全国大会。通称「全共」
と呼ばれ、全国の代表牛約500頭が出品されます。優
秀な成績を収めることで、その和牛ブランドの市場価

値が全国的に高まるため、参加道府県にとっては、ま
さに威信をかけた大会となります。
 種牛の部　�雄牛・雌牛の体型の良さなど、改良成果を月齢

別に審査
 肉牛の部　枝肉の状態で脂肪の入り具合などの肉質を審査

活発な意見が出され、産地と消費地、流通などの情報と意識の共有を図った

★市場関係者の声★
・JAいわて花巻の野菜の品質はとても信頼している。
・早い時期から最後の最後まで、長期的に安定出荷をしてほしい。
・売り場はまだまだある。ＪＡいわて花巻の野菜をもっとほし
い。しっかり売るので、安心して出荷してほしい。
・他産地や気候変動で売値や販売方法も変わる。正確で精度
の高いJAいわて花巻の産地情報がほしい。

★牛枝肉トップセールス

野菜部会  和泉隆部会長

2 0 17. 8 2 0 17. 8

A G R I . N E T

園 芸園 芸

米 穀 園 芸

開会に先立ち冒頭のあいさつ
　野菜部会では、今年度の販売計
画として約19億円を掲げている。
目標に向けて生産者、JA、市場な
ど関係機関が一丸となって力を尽く
す。今日の会議はもちろん、互いの
さまざまな情報を交換しあい、より
強固な産地を作っていこう！

PR活動展開中！素晴らしさを地域に向けて発信！
★蒸気機関車「ＳＬ銀河」の運行期間中、毎月行っているプレゼント企画
★�ＨＰ内に花巻ブルーの特設ページを開設。また特設ページにリンクす
るＱＲコードを制作し活用
★�広報誌「ぽらーの花巻」や地域コミュティ紙「Yuinou〜結農〜」で特
集を組み発行

★代表理事組合長や花担当者の名刺にはブルーシリーズの花を印刷
★温泉や駅など人が集まる場所への花の設置にも試んだ

畜 産
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心を耕し未来へ

食と農の掲示板

　女性部とJAは、女性部の力で地域を元気にし、
ＪＡの理解を深めようと「きらきら星サークル活動」
を平成28年度より開始しました。
　女性部活動やJAを広く知ってもらう契機となる
よう、メンバーには女性部員が３人以上加入して
いれば、部員外の地域住民など、誰でも参加でき
るようにしました。仲間の輪を広げ、部員拡大に
繋がる事を目指しています。これまでに32のサー
クルが立ち上がり、75人以上の地域住民を仲間に
迎え入れて活動を展開。それぞれのグループが、
ものづくりや手話、体操や食に関する活動など、
幅広い自主的な活動を展開しています。
　女性部が活動経費を助
成するほか、JAは講師の
紹介や場所の提供などで支
援しています。

　宮野目支部では地域住民２
人を迎え、初心者向け家庭菜
園サークル「ひよっこの会」を
新設しました。部員のほか、
地域住民にも「野菜作りの基
礎を学びたい」というニーズを
聞いていた支部のメンバーが
企画したものです。
　６月下旬の初回の講座で
は、地元農家からミニトマト
の定植、脇芽かき、収穫まで
の一連の作業を学びました。
斉藤和加子代表は「誰もが気
軽に参加でき、農業を通じて仲間の輪を広げる場
にしたい。ＪＡの支援もあり、活発な活動ができる」
と笑顔を見せました。

　花巻市大迫町の山口集落は７月11日、集落のブルーベ
リーほ場に地元の亀ヶ森保育園児を招き、「かめがもり
ブルーベリー収穫祭」を開きました。
　３〜５歳児の園児や集落の構成員、ＪＡなど28人が
参加しました。園児たちは、集落の構成員などから「黒
い実を採るんだよ」と教わりながら、園児の背丈ほどの
木にたわわに実った大粒のブルーベリーを収穫。採れた
ての実を頬張り、「甘いけど少し酸っぱい」「こっちは
とっても甘い！」と味わい、ブルーベリーの味を学びま
した。収穫を通して集落の構成員やＪＡ職員などとの交

流も深め、ほ場はたくさんの笑顔で溢れました。また、
家庭への土産用として、おいしそうな実を選びパック
に詰めて持ち帰りました。５歳児クラスの菊池采花ちゃ
んは「甘くておいしい！みんなと一緒に食べて楽しかっ
た。家にも持って帰る」と笑顔を見せました。
　この収穫祭は、地域の力で園児を育てていこうと集落
が10年以上続けている企画。集落の髙橋義信さんは「今
年も園児に楽しんでもらえた。この収穫祭は園児が毎年
楽しみにしていて、学びの場でもある。これからも続け
ていきたい」と話しました。

32のサークルが設立
仲間の輪広げよう！
きらきら星サークル活動

交流を深めながら味わった収穫祭

おいしいブルー
ベリーに、たく

さんの笑顔が

溢れました

ぽらーの
広場

ぽらーの広場は、読者の皆様との交流の場です。皆様からテーマにちなんだ
お便りを募集し、紹介しています。投稿を頂いた方の中から抽選で素敵なＪＡ
商品が当たります！

今月のテーマ

来月のテーマ（10月号掲載）「○◯の秋」 応募締切／９月11日（月）消印有効

夏 祭 り

テーマにちなんだエピソードを募集します。
芸術、食欲、スポーツ…などなど、あなたにとっての「秋」をお寄せ下さい♪

応募方法： �①テーマにちなんだお話②郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号③ペンネーム④ＪＡや広
報誌に関するご意見・ご感想を記入の上、はがきまたはメールにてご応募ください。

※投稿頂いた中から内容を誌面に掲載させて頂きます。ペンネームが無い場合はイニシャルでの掲載になります。
●はがき：〒025-8504 花巻市野田 316-1　ＪＡいわて花巻企画広報課「ぽらーの広場」宛 
●メール：polano@jahanamaki.or.jp ●当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

お便りを投稿頂いた
方の中から抽選で5名様に
ＪＡ農産物直売所商品や
ＪＡ商品をプレゼント！

収穫を通して園児と交流
〜かめがもりブルーベリー収穫祭〜

私は鬼剣舞がとても好きです。特に
農業祭や文化祭などで、暑い中一生
懸命に踊る高校生には感心します。
（北上市・サル子）

夏祭りの思い出は、今は亡き父と
母、私の3人で行った花巻まつりで
す。父がまだ元気だった頃を思い出
します。（北上市・ドラえもん）

息子２人が石鳥谷まつりバカです。準
備から3日間のまつりの間は仕事も休
み、毎日反省会や慰労会で飲みっぱな
しです。（花巻市・やっちゃん）

大迫の夏祭りといえば「あんどんま
つり」。小さい頃はよく行っていまし
たが、最近はテレビで見て楽しんで
います。（花巻市・ざっしー）

さんさ踊りの最終日に生まれた娘。
「ママのお腹の中で太鼓の音聞こ
えたよ」と毎年帰省しては参加してい
ます。（宮城県・なっちゃん）

花火を「綺麗だね〜」と言った彼女
に「綺麗だよ」と顔を見て言ったら
チューしてきたのが思い出です。１カ
月で別れましたが。（紫波郡・マツキ）

農産物直売所 母ちゃんハウスだぁすこ

20周年創業祭
一刻も早い

復旧を…
　ＪＡは、ヒエを使った本
格焼酎「稗造君」の製造
元で７月５日からの九州
北部豪雨の被害を受け
た（株）篠崎（福岡県朝倉
市）へ義援金を贈りまし
た。義援金額は、母ちゃ
んハウスだぁすこ20周年
創業祭期間中に販売した
「稗造君」の売り上げの
一部を含む10万円を寄
付しました。

生産者による「ケールのスムージー試飲会」を
行ったほか、日替わりでミニアレンジメント教室
や甘酒の振る舞いを行いました。

全国から11店舗が集結！
各地の特産品などを販売し
ました。

かがやく
女性部
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だぁすこの会

お楽しみ抽選会 もちまき

全国提携ファーマーズ
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農産物直売所「母ちゃんハウスだぁすこ」は７月８日と９日の２日間、日頃の感謝を込め
て20周年創業祭を行いました。２日間で約4000人が訪れ、店内はにぎわいました。



北上地域野菜・花き・菌床しいたけ

新規栽培説明会・ほ場見学バスツアー
～新たに栽培を検討されている方への説明会を開催します～

◉日時
　平成29年８月22日（火）
　午前9時～正午
◉会場
　北上地域営農センター２階会議室（北上市流通センター19-33）
◉内容
　生産者ほ場見学（アスパラガス・ねぎ・小菊・菌床しいたけ）
　栽培説明会
　質疑応答と個別相談

◉日時
　平成28年８月26日（金）午後１時30分～午後４時30分
　①野菜の部（ネギ、アスパラガス）
　　午後１時～3時30分
　②花きの部（小菊）
　　午後１時～3時30分
◉集合場所
　JA北上地域営農センター前
　北上市流通センター19-33
◉内容
　ほ場見学、栽培説明会、質疑応答と個別相談

●お問い合わせ
　北上地域営農センター 園芸販売課  ☎０１９７-７１-１３３３
　または各支店営農課へ
 （主催：北上地方農林業振興協議会、ＪＡいわて花巻）

◉対象
出荷を目的とし、北上市内でアスパラガス、ねぎ、
小菊、菌床しいたけのいずれかの生産をしたい方
※家庭菜園向けではありません

◉申込期限
　平成29年８月17日（木）まで

15人程度（定員になり次第締め切ります）15人程度（定員になり次第締め切ります）15人程度（定員になり次第締め切ります）

8月28日（月）までに電話またはファックス（住所・氏名・TELを記入）で
お申し込み下さい。
8月28日（月）までに電話またはファックス（住所・氏名・TELを記入）で
お申し込み下さい。
8月28日（月）までに電話またはファックス（住所・氏名・TELを記入）で
お申し込み下さい。

平成29年 9月2日（土）午前９時～正午

本店総合営農指導拠点センター前
（花巻市野田３３５-２）
内　容

日　時

定　員

お申し込み

集合場所

1. 生産者ほ場見学（バス移動）
2. 個別相談

園芸YARUBEセミナー開催園芸YARUBEセミナー開催園芸YARUBEセミナー開催花巻地域新規栽培希望者対象花巻地域新規栽培希望者対象花巻地域新規栽培希望者対象

　将来、販売を目的とした野菜「キュウリ、ピーマン、ミニトマト、
トマト、ナス、アスパラガス、ネギ」の栽培に取り組みたい方を対象
にほ場見学会を開きます。ぜひ参加してみませんか？

対　象
販売を目的とした野菜「キュウリ、ピーマン、ミニトマト、
トマト、ナス、アスパラガス、ネギ」の栽培に取り組みたい方

※家庭菜園向けではありません。

●お問い合わせ・お申し込み　花巻市農政課  ☎0198-23-1400　FAX 0198-23-1403（主催：花巻市農業対策振興本部、JAいわて花巻）

栽培現
場を見

学！

参加費
無料

※他地域で新規栽培者向け説明会などを開催する際には随時お知らせ致します。※「役員室より」はお休みです。

リンゴ選果作業員募集

　ＪＡは、農業や農畜産物の魅力、Ｊ
Ａ事業の紹介などを広く地域住民に
伝えるため、えふえむ花巻㈱で情報
番組「あいのうどｊａｍ」を始めまし
た。ＪＡ職員とパーソナリティの掛け
合いを放送しています。ぜひ、お聞き
ください。
■ラジオ局
　�ＦＭOne（78.7MHz）
■放送日時
　�毎月第２・４木曜日
　午前７時36分から８分間
 （生放送番組・まんず787内）
■放送内容
　�旬の農産物紹介、産直情報、ＪＡの
事業紹介、イベント情報など
●お問い合わせ
　企画管理部企画広報課

☎0198-22-6288

　いつも一緒だった人形やぬいぐる
みがお家の片隅にありませんか？な
かなか捨てられない方はぜひお持ち
になり、みんなで供養しましょう。
■日時・場所
　９月10日（日）午前11時〜
　花巻葬祭センター（花巻市豊沢町8-8）
■人形・ぬいぐるみ受付
　９月９日（土）午前９時〜午後４時
　９月10日（日）午前９時〜午前10時30分
　※�ガラス製、陶器等の人形、ガラスケース
は受付できません

■供養料　500円
　※岩泉災害支援に寄付します
●お問い合わせ
　（株）ＪＡグリーンサービス花巻

花巻葬祭センター事業本部
☎0198-22-4382

　ＪＡいわてグループは、盛岡市街中
心部で開催される音楽イベント「い
しがきミュージックフェスティバル
2017」に協賛・出店します。入場無料
ですので、ぜひお越し下さい。
■開催日
　９月18日（月・祝）
■いしがきミュージックフェスティバル
　�盛岡城跡など市内各所のステージで
開催します。さまざまなジャンルや年
代の地元アーティスト、高校生、大学
生が参加する予定です。
■ＪＡいわてグループの出店
　�県内JAが農畜産物や加工品を格安
で販売。当JAは、ライスバーガーなど
を販売します。
●お問い合わせ
　企画管理部企画広報課

☎0198-22-6288

　ぽらーの花巻では、皆様のお住ま
いの地域にある写真撮影スポットを
募集しています。四季折々に映える風
景や地元の人だからこそ知っている
隠れたベスト写真スポットをお寄せく
ださい。
　皆様から寄せられたスポットが、ぽ
らーの花巻の裏表紙「風趣点景」で
美しくダイナミックな写真となって掲
載されるかも！？皆様からの沢山のご
応募お待ちしております。
■応募フォーム
　�JAいわて花巻ホームページ応募
フォーム
　http://www.jahanamaki.or.jp/entry/
　�もしくは右下のQRコードを読み取
り必要事項を記入し、本文に名称
と所在地を記載し
た上で送信してく
ださい。
●お問い合わせ
　企画管理部企画広報課

☎0198-22-6288

　ＪＡは、都市との交流により農業・
農村の活性化に結び付けるため、グ
リーン・ツーリズムに取り組んでいま
す。受入に興味のある農家の方、その
お手伝いをしていただける方は、下記
の連絡先にご連絡をお願いします。
■受入にあたって
　・�１戸あたりの受入人数は、４人程度
です。

　・�農作業の内容は、農家にお任せし
ます。（その時期に農家で行う仕事）

　・�食事は、普段食べているものでお
願いします。

　・�体験料を農家にお支払い致します。
（生徒1人につき、１泊２日で約７千円）

　※�受入農家をお手伝いいただけるボ
ランティアも募集しております。
（農作業、食事、宿泊補助）

■募集締切
　平成29年12月29日（金）
●お問い合わせ
　生活福祉部生活ふれあい課

☎0198-45-1213

次
の
事
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
議
案
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
回
理
事
会　

開
催
日
：
７
月
28
日（
金
）

■
決
議
事
項

第
１
号
議
案　

�

固
定
資
産
（
中
央
C
E
乾
燥
機
バ
ー
ナ
ー
及

び
基
盤
他
更
新
工
事
）
の
取
得
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

固
定
資
産
（
西
南
C
E
乾
燥
機
バ
ー
ナ
ー
及

び
基
盤
他
更
新
工
事
）
の
取
得
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

�

固
定
資
産
（
口
内
R
C
色
彩
選
別
機
増
設
工

事
）
の
取
得
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
ど
ろ
き
利
用
料
の
設
定

変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
ど
ろ
き
運
営
規
程
の
制

定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
ど
ろ
き
介
護
予
防
運
営

規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

大
口
貸
出
（
利
益
相
反
取
引
）
の
決
定
に
つ

い
て

次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
回
監
事
会　

開
催
日
：
７
月
28
日（
金
）

■
協
議
事
項

⑴　

平
成
29
年
度
上
半
期
仮
決
算
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

●お問い合わせ　花巻園芸センター（担当：佐々木）　☎0198-28-2202

I n f o r m a t i o n

情報番組「あいのうどｊａｍ」
ラジオ放送を開始

ＪＡ葬祭統一
人形・ぬいぐるみ供養祭

ＪＡいわてグループが協賛・出店
いしがきミュージックフェスティバル２０１７

農業・農村体験受入農家
を募集しています

「風趣点景」に掲載する
写真掲載スポットを募集中！！

●
理
事
会
だ
よ
り

●
監
事
会
だ
よ
り

JA職員を募集します
　平成30年４月に採用する職員の採用試験を行います。詳細は次のとおりです。また、採用試験の実施にあたり、
JAいわて花巻の事業概要・業務内容・採用試験日程などに関しましては、当JAホームページをご覧ください。

※応募方法：JAのホームページをご確認ください。http://www.jahanamaki.or.jp/　
※お問い合わせ：企画管理部人事課　TEL 0198-22-6266（直通） FAX 0198-24-9178  Eメール zinzi@jahanamaki.or.jp

◎試験日  筆記試験：平成29年９月16日（土）
	 面接試験：平成29年９月28日（木）

職種 募集予定人数 受験資格 受付期間 備考

総合職

12名程度
大学を平成30年３月卒業見込みの方

随時
平成29年９月12日（火）必着 9月12日付の

消印は
受付しません

短期大学・高等専門学校・専修学校を平成30年３月卒業
見込みの方

3名程度 中途採用者（満35歳以下）
昭和57年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた方

25名程度 高等学校を平成30年３月卒業見込みの方 平成29年９月５日（火）〜
９月12日（火）必着

2 0 17. 8 2 0 17. 8

　ＪＡでは、リンゴ選果場で作業していただける方を募集してい
ます。性別問わず、初心者でも出来る単純作業ですのでお気軽
にお問い合わせください。元気な学生さんも大歓迎です。
【作 業 期 間】 ９月〜12月
【作 業 時 間】 午前８時30分〜午後５時を基本とします

※勤務時間はご都合に合わせ相談に応じます。土日のみでも大歓迎です。
【作 業 内 容】 リンゴの選別、箱詰め、コンテナ移動など
【必要な資格】 特になし（フォークリフト免許を有する方歓迎）
【年 齢 制 限】 健康で元気な方（〜65歳くらい）
【作 業 場 所】 下記３カ所のいずれかに従事していただきます。

 １. 花巻園芸センター（花巻市太田）
 ２. 石鳥谷園芸センター（花巻市石鳥谷町新堀）
 ３. 東和園芸センター（花巻市東和町土沢）

【休 　 　 日】 ご都合に合わせ随時取得可能
【賃 金 目 安】 時給　750円〜

15 14ぽらーの花巻 ◉ ◉ぽらーの花巻



ふ う し ゅ て ん け い

風趣点景
管 内 四 季 だ よ り ⑰

最
近
は
写
真
撮
影
に
つ
い
て
よ

く
考
え
る
。
現
場
で
は
「
い

い
も
の
撮
れ
た
！
」
と
思
っ
て
も
、

後
で
い
ざ
見
る
と
構
図
や
ら
明
る

さ
や
ら
問
題
点
が
続
々
見
え
て
く

る
。
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
。
少

し
ず
つ
で
も
上
手
く
撮
れ
る
よ
う

な
り
た
い
。
そ
し
て
８
月
に
入
っ

て
か
ら
や
っ
と
梅
雨
明
け
が
宣
言

さ
れ
た
。
暑
く
な
る
の
で
体
調
に

気
を
つ
け
た
い
。	

﹇
小
原
﹈

先
日
、
法
事
に
参
列
す
る
た
め

北
海
道
へ
行
っ
て
き
た
。
そ

の
際
に
、
ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
テ
レ

ビ
番
組
が
あ
る
。
北
海
道
在
住
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
東
北
を
旅
す
る

番
組
だ
。
一
面
に
広
が
る
田
ん
ぼ
に

驚
い
た
り
、
わ
ん
こ
そ
ば
に
挑
戦

し
た
り
―
。
私
の
普
通
の
世
界
が

“
異
世
界
”
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
。

違
う
視
点
で
こ
の
世
界
を
見
る
と
、

未
だ
新
し
い
発
見
が
あ
る
。	﹇
佐
藤
﹈

取
材
先
で
衝
撃
的
な
出
会
い
が

あ
っ
た
。
そ
の
人
の
言
葉
は

力
強
く
、
目
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

「
人
生
の
中
で
、
今
こ
の
瞬
間
が
一

番
輝
い
て
る
。
１
分
後
の
自
分
に

後
悔
さ
せ
な
い
今
を
生
き
て
る
か

ら
」と
無
邪
気
に
笑
う
。「
そ
れ
が
全

力
？
本
気
で
人
と
己
に
向
き
合
っ

て
。
１
度
き
り
の
人
生
、
濃
く
生

き
な
き
ゃ
」
こ
の
人
と
話
を
し
て
い

る
と
血
が
沸
く
。
さ
ぁ
い
く
ぞ
、
人

生
の
ギ
ア
を
ト
ッ
プ
へ
。	

﹇
大
内
﹈

　

陸
中
海
岸
の
霊
場「
釜
石

大
観
音
」。
１
９
７
０
年
に
、

石
応
禅
寺
に
よ
り
建
立
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

何
年
ぶ
り
で
訪
れ
た
大
観

音
で
し
た
が
、
観
音
入
口
の

左
側
に
石
段
が
あ
り
小
さ
な

観
音
様
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

聞
く
と
、
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
の
２
年
後
に
個

人
の
方
が
建
立
さ
れ
た
と
い

う「
聖
観
音
」。

　

下
に
降
り
て
そ
の
観
音
様

を
撮
っ
て
い
て
、
お
互
い
に

向
い
合
う
ア
ン
グ
ル
を
発
見
。

お
ふ
た
り
で
何
を
話
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

写真・文／高沢 翔（西和賀町沢内）
西和賀町をメーンに風景写真を撮っている写真家。

ホームページ「高沢翔写真館」 http://shou.eek.jp

「観音様の語らい」
釜石市大平町（釜石大観音）
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